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1   はじめに

近年，計算機とのインタラクションからユーザの特徴・嗜好を分析し，情報をフィルタリングする研究が進められている．しかし，より多様なユーザの特徴情報を得るためには，ユーザの他の日常生活の行動履歴も取得し，分析することが望まれる．

ここで，一般にユーザの行動はユーザの移動した場所や時刻に依存することから，ユーザの行動の特徴や嗜好を得るためには，ユーザの移動経路情報を取得すればよいと考えられる．そこで，我々は屋内外問わずユーザの移動履歴を取得できるシステムを試作した． 

2   システムの概要

ユーザの日常生活における移動履歴を取得するシステムの要件は次の通りである．

1) ユーザの位置を，その行動を妨げないように屋内外問わず常時取得できること．

2) ユーザが部屋のどのあたりにいるか概ね判別できる精度を保つこと．例えばオフィスの机の周囲にいることを判別するためには，およそ3m～5m程度の精度が必要となる．

まず本システムでは要件1)を満たすために，ユーザに移動を検知するセンサを装着する方法を用いる．ユーザに装着するシステムを軽量小型なものとするため，比較的小型なセンサである加速度センサ1) 2)および地磁気センサを利用し，これらのセンサのデータを処理する端末をユーザに装着する方法を用いる．加速度センサでユーザの移動速度が，地磁気センサでユーザの向きが取得できる．次に要件2)を満たす方法として，環境設置型センサを組み合わせる方法を用いる．装着型センサのみでは誤差が累積するため，環境に設置した赤外線による位置検出センサを用いて位置のキャリブレーションを行うことで誤差を軽減する．赤外線センサでは，赤外線で発信されるID信号を環境に複数個配置したリーダで受信し，どの受信機でIDを受信したかによってユーザのおおよその位置を取得する．この装着型センサおよび環境設置型センサ双方の情報を統合し，ユーザの位置を算出する統合サーバを構築した．本システムの全体図を図1(左)に示す．

本システムでは以下の方法を用いて情報を統合する．

1) 装着型センサに含まれる加速度センサと地磁気センサからユーザの移動方向と移動速度を取得し，データを無線LANなどを経由して統合サーバに送る．

2) 統合サーバでは1) で受け取ったデータと赤外線センサで取得した位置データを比較する．矛盾がある場合には赤外線センサの受信可能範囲内に予め設定した補正点の

位置へユーザの位置を修正する．

3) 統合サーバでは1) から受け取ったデータについて，ユーザが物理的に移動し得ない位置に存在する場合，地形図に基づいて修正を加える

以上の方法を用いることで，誤差の累積を防ぐことを可能としている．

3   実験

本システムの評価実験を当研究所内で行った．実験は約30m2のエリアに10m間隔で赤外線センサを6つ配置して行った．ユーザに一定の経路を歩かせた場合の移動履歴取得実験の結果を図1(右)に示す．図内の黒い直線の部分は壁である．左図の曲線はユーザの実際の移動軌跡であり，右図の点線で示される部分が取得したユーザの移動履歴である．この実験では誤差は5m以内に押さえられており，システムの有効性が確認された．
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図 1 システムの概要 (左), 実験結果(右)

4   まとめ

本研究ではユーザの行動分析のための，ユーザの日常の移動軌跡を取得するシステムの構築を行った．今後は移動履歴から行動傾向を分析する実験を行う予定である．また画像センサなどを組み合わせることで取得できる行動の種類を増やすことも検討している．

謝辞

本研究を進めるにあたりご助力頂いた，大阪大学大学院工学研究科の西尾章治郎教授に深く感謝申しあげる．また議論に参加して頂いた 日本電信電話株式会社NTTコミュニケーション科学基礎研究所の諸氏に謝意を表する．

参考文献

1) 加藤 清志, 芦田 和正, 兼吉 昭雄, “加速度による携帯端末向け状況センシング方式の開発,” 情報処理学会研究会報告, 00-HI-87, pp.7-12 (2000).

Yusuke KONISHI and Ryosuke SHIBASAKI, “Development of an Autonomous Personal Positioning System,” In Abstracts of  Symposium on Asia GIS 2001, p.20.3 (2001).
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